
新潟県観光物産情報発信拠点「NEXUS（ネクサス）」
新潟県観光物産情報発信拠点NEXUS（ネクサス）（令和６年１⽉開設予定・新潟市中央区本町通４番町２８１）にて、
新潟市内には少ない観光体験スペースにて、訪⽇外国⼈・⽇本⼈観光客を対象とした観光・体験コンテンツを提供します。

地域の課題

現在新潟市の中⼼部は、「新潟駅」の再開発や「万代」の商業施設の発展、郊外の⼤型ショッピングモールなどがあり若年者層の往来が
減少している。古町ルフルの完成により、市役所の⾏政機能が移転し⼈の往来が期待される中、「にいがた２km」の取り組みも併せ古町
地区の発展を⽬指しているが、観光資源を活かした新潟の街づくりといった視点では、具体的な取り組みが不⾜しているのが課題である。
古町地区の環境として、若年層の新しい⾵が必要である。若い⽅が⾏きたいと思うような環境づくりには、オンラインとオフラインの継続的な
融合が必須と考えており、「認知」部分の情報発信が課題である。次の3点にまとめられる。「地域活性化」・「観光振興」・「建物の⽼朽
化」
インバウンドの課題は以下の３点である。
①インバウンド観光客向けのコンテンツの充実②多⾔語対応の充実③滞在時間の延⻑
古町の課題を解決させる事で、街そのものの魅⼒づくりを⾏い活性化を図る。街が魅⼒的なコンテンツとなれば、インバウンド促進に繋がる。
インバウンドの観光事業でポイントとなるのは、“モノ”ではなく、「体験」「経験」の価値を重視する消費⾏動“コト”である。よって、体験価値
の創出を⾏う事が最も重要な課題となる。

造成する
インバウンド向け

観光コンテンツの内容

アピールポイント
（独⾃性、地⽅誘客や観光消費

拡⼤への効果など）

・新潟市内では、インバウンド向け観光体験できるコンテンツが少ないので、NEXUSの提供するサービスが、新潟の魅⼒をバリエー
ション豊かに体験できる、新潟市初の観光コンテンツとなりうる。
・”コト”消費に特化しているので、その体験を通して「⽶」、「SAKE」の消費拡⼤や、郷⼟料理を楽しむため飲⾷店への波及、「着物
体験」で散策もするので、近隣への経済効果も⼤きく期待できる。

スケジュール
2023年6〜12⽉観光コンテンツの企画開発、専⾨家による意⾒聴取、多⾔語対応、物品購⼊、改装⼯事
2023年12⽉モニターツアーの実施、PRイベントの実施
2024年1⽉15⽇事業開始
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